
月 日 ～ 月 日 施設名所在地
参加対

象

参加者
数

（人）

参加費
（円）

1 神
戸

神戸での震災学習
(人と防災未来セン
ター見学）

神戸市立駒
ケ林小学校
(神戸市）

実
践

6 1 ～ 6 23

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通

○人と防災未来センター見学【6月23日】
･フレンドシップ交流で鳥取県八頭町の３
校と交流しており、この３校と震災学習
に取り組む(鳥取県3校の経費は対象
外）

防災減災の知識を深
めるとともに普段から
防災への意識を高め
る

○
小学５
年生

57 無

2 神
戸

兵庫区保育所防災
フェア2015

神戸市兵庫
消防団(神戸
市）

実
践

6 3 ～ 6 3

兵庫
公会
堂･湊
川公
園

神戸
市兵
庫区
荒田
町1-
21

○防災訓練【6月3日】神戸市兵庫消防
団主催
・各保育所より湊川公園まで避難
・防災教室
･防災クイズ
･消防車と消防訓練見学
・園児たちが体験したことを家庭に持ち
帰り

保育所と地域、関係
機関の相互協力の円
滑化を図ることによ
り、地域防災力の向
上 ○ ○

区内保
育所5
歳児、
保育所
関係者

400 無

3 神
戸

阪神･淡路大震災記
念人と防災未来セン
ター見学会

星陵台ふれ
あいのまちづ
くり協議会

実
践

7 15 ～ 8 10

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通

○人と防災未来センター見学【8月8日】
・シアター見学と語り部による講話聴講

震災の教訓と、次なる
災害に備えるため、
子ども達への防災学
習を行う。

○

星陵台
地区住
民（子ど
も中心）

25 無

4 神
戸

地域水防計画の学
習と防災基本訓練

西須磨防災
福祉コミュニ
ティーDブロッ
ク

実
践

8 1 ～ 1 26
須磨
一ノ谷
プラザ

神戸
市須
磨区
一ノ谷
町5-
2-1

○防災士叉は消防士による講習会
○水防図上訓練と防災講習会【8月7日
から8月9日】
○水止め訓練と避難小屋つくりを体験
○炊き出し訓練

地域自然環境を認識
するとともに、水防計
画を学び水防意識を
高める。若年者に防
災基本技術を伝え
る。

○ ○ ○
Dブロッ
ク住民

150 無

5 神
戸

１・１７を忘れない！
須磨区防災福祉コ
ミュニティ大会

須磨区防災
福祉コミュニ
ティ等連絡会
議
（神戸市）

実
践

8 1 ～ 1 26

神戸
総合
運動
公園

神戸
市須
磨区
緑台

○須磨区防災体験フェア
　･体験型防災学習を行う（煙、水中歩
行、起震車、瓦礫救助、要援護者擬似
体験、避難生活体験等）
○防災訓練披露
　・ブースでの体験を生かした各種訓練
を披露する
参加機関　須磨消防署、兵庫県防災士
会等

身近で起こる災害に
慌てず対応できるよう
実践に即した訓練を
実施し、住民による自
主防災体制の充実と
要援護者支援や防災
に対する意識の高揚
を図る。

○ ○ ○ ○ 住民 600 無

②
学
習
・
研
修
会

③
マ
ニ

ュ
ア
ル
・
マ

ッ
プ

④
炊
き
出
し
等

⑤
防
災
・
避
難

⑥
要
援
護
者
支
援

⑦
消
火
・
救
助

⑧
家
具
・
転
倒

⑨
防
災
グ

ッ
ズ

⑩
そ
の
他

参加者

①
施
設
見
学

平成２７年度ひょうご安全の日推進事業助成金申請一覧【実践活動事業】

No.
県
民
局

事業名 実施団体名

事
業
区
分

実施月日 実施場所

 　　　　　　　　　　　主な実施内容　　 実施目的・効果



月 日 ～ 月 日 施設名所在地
参加対

象

参加者
数

（人）

参加費
（円）

②
学
習
・
研
修
会

③
マ
ニ

ュ
ア
ル
・
マ

ッ
プ

④
炊
き
出
し
等

⑤
防
災
・
避
難

⑥
要
援
護
者
支
援

⑦
消
火
・
救
助

⑧
家
具
・
転
倒

⑨
防
災
グ

ッ
ズ

⑩
そ
の
他

参加者

①
施
設
見
学

平成２７年度ひょうご安全の日推進事業助成金申請一覧【実践活動事業】

No.
県
民
局

事業名 実施団体名

事
業
区
分

実施月日 実施場所

 　　　　　　　　　　　主な実施内容　　 実施目的・効果

6 神
戸

MSP-E防災訓練

摩耶シーサイ
ドプレイス
イースト管理
組合
(神戸市）

実
践

8 1 ～ 1 26

摩耶
シー
サイド
プレイ
スイー
スト

灘区
摩耶
海岸
通

防災士4名と消防士1名の指導協力
○避難訓練の実施
　･避難経路確認
　･担架を用いて下階まで降ろす搬送訓
練
　・要援護者誘導手段確認
○はしご車シミュレーション
　･消防局員指導の下災害時にどういう
経路でどのくらいの大きさの車が入って
くるかロープを用いる
○炊き出し訓練、備蓄食料(アルファ化
米)試食
○消火訓練

災害時の避難経路を
把握し、避難までの所
要時間を把握する。
要援護者誘導するの
に必要な人数を把握
する。

○ ○ ○ ○ 住民 230 無

7 神
戸

東山地区防災福祉
合同防災訓練

東山地区防
災福祉コミュ
ニティ
(神戸市）

実
践

8 1 ～ 1 26

夢の
丘小
学校
校庭

神戸
市兵
庫区
東山
町4-
20

○訓練（兵庫消防署の協力）
　・避難訓練
　・煙体験･給水訓練(水道局）
　・チェーンソー訓練
　・天ぷら火災実験(消防署）
　・水消火器（エアゾール）小型動力ポン
プ放水訓練
　・夢野中学音楽隊演奏
　･炊き出し訓練

東南海･南海地震を
想定し、4つの防災福
祉コミュニティが防災
活動による連携、強
化を図る。

○ ○ ○

4地区
防災コ
ミュニ
ティ、小
中学
PTA

300 無

8 神
戸

平成27年度学園西
町総合防災訓練

学園西町連
合自治会
(神戸市）

実
践

8 1 ～ 1 26

神戸
市立
小寺
小学
校体
育館、
校庭、
福祉
セン
ター

神戸
市西
区学
園西
町

○防災リーダー研修【10月18日】福祉セ
ンター
　・放水、消火、バケツリレー、応急手
当、疾病者搬送訓練
　・備蓄品保管場所見学
　・総合防災訓練の役割分担確認（神戸
西消防署の協力）
○総合防災訓練【10月25日】小学校体
育館
　・避難訓練
　・要援護者訓練
　・避難所開設
　・炊き出し訓練
　・AED心肺蘇生（神戸西消防署等の協
力）
　・疾病者搬送

前回の訓練実施反省
点を踏まえ、実施す
る。また周辺大学に
参加を呼びかけ、看
護大のみの参加から
2大学増やした。

○ ○ ○ ○ ○
連合自
治会会
員等

300 無

9 神
戸

臨港線ふれあい防
災訓練

HAT神戸脇浜
自治会
(神戸市）

実
践

8 1 ～ 1 26

JR灘
駅南
側遊
歩道

神戸
市灘
区

○ふれあい防災訓練(ひょうご防災特別
推進員）
　・応急救護講習　(消防署職員による心
肺蘇生）
　･防災訓練
　･備蓄用食品PR
　･炊き出し訓練

参加型訓練で住民の
防災意識を高める。
備蓄用食品を家庭で
備蓄するよう啓発す
る。

○ ○ ○ 住民 400
50円

炊き出
し
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10 神
戸

世代間交流事業
わが町西鈴蘭台

世代間交流
事業実行委
員会(神戸市）

実
践

8 1 ～ 1 26
ゆうゆ
うの里
神戸

神戸
市北
区鳴
子3-
1-2

○防災訓練（神戸北消防署ひよどり台
出張所、神戸クロスロード研究会講師）
　・起震車による地震体験
　・火災時の脱出訓練
　･消化訓練、浄水訓練
　・薪を使っての炊き出し訓練
　・非常時ロープの結び方訓練
　・仮設トイレ組み立て訓練
　・車いす担架での搬送体験
　・クロスロードゲームによる災害時想定
判断訓練

色々な年代の住民が
そのときどのようなこ
とができるのか実際
に体験し、災害に備え
る。

○ ○ ○ ○ ○ 住民 120 無

11 神
戸

東川崎防災ジュニア
チームによる｢宿泊
訓練に伴う炊き出し
訓練、非常食の試
食」の実施

東川崎ふれ
あいのまちづ
くり協議会防
災部会東川
崎防災ジュニ
アチーム

実
践

8 19 ～ 8 20

神戸
市中
央消
防署
栄町
出張
所

神戸
市中
央区
栄町
通

○神戸市危機管理センター見学
○人と防災未来センター見学
○消防訓練、買い出し訓練、炊き出し訓
練、宿泊訓練、非常食体験
【8月19日、20日】
○消防団、消防署員参加のもと実施

中学生たちに指導す
ることにより、地域防
災力の向上を図る。
避難所を想定した消
防署において炊き出
し訓練、非常食試食、
避難所の雰囲気を体
験することで防災意
識の高揚や知識の習
得が期待される。

○ ○ ○ ○

東川崎
防災
ジュニ
ア及び
地域住
民

50 無

12 神
戸

親とこの防災デイ
キャンプ

まちこん加古
川

実
践

8 1 ～ 9 30

加古
川市
立少
年自
然の
家

加古
川市
東神
吉町
天下
原
715-5

○親子を対象とした防災デイキャンプの
実施
　・ハイゼックス袋を使用した炊き出し体
験
　・バケツリレー、火起し体験
　・ペットボトルで簡易濾過機を製作
　･大人はロープワークや応急救護体験
　・参加者の自宅周辺危険箇所の確認
など
○ひょうご防災特別推進員の指導

災害時の対応や経験
を親子で体験してもら
い、大人は地域の
リーダーとして、子ど
もはあわてず活動し
てもらえるように、常
に防災を意識してもら
うきっかけとする。

○ ○
加古川
市民親
子

60 1000

13 神
戸

三世代参加型防災
訓練

千代が丘防
災福祉コミュ
ニティ(神戸
市）

実
践

8 1 ～ 1 26

千代
が丘
地域
福祉
セン
ター、
らくだ
公園

神戸
市垂
水区
旭が
丘3-
12-3

○親子で行う炊き出し訓練
○ミニカエルキャラバン
　・水消火器、ぬりえコンクール、消防車
名前当てクイズ、煙テント体験、新聞紙
でスリッパ、非常持出品と安全マップ展
示
○漫画で学ぶとっさのひとこと（児童、園
児が学べる防災）
○垂水消防署による防災学習(津波
DVD）

地域住民の交流を図
りながら、親子ぐるみ
の防災訓練を実施す
る。

○ ○ ○ ○ ○

児童、
園児、
父母、
祖父
母、地
域住民

100 無
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14 神
戸

子どもの防災施設
見学及び体験

本山第二小
学校区防災
福祉コミュニ
ティ(神戸市）

実
践

8 1 ～ 1 26
防災
ひろば
他

神戸
市東
灘区
西岡
本2丁
目

○防災資機材庫の見学
○水防センター及び消防団詰め所の見
学（東灘消防署職員指導）
○震災談（子どもたちへの震災教訓の
継承）
○非常食の試食

小学高学年から地域
の防災施設を学ぶこ
とによって、地域貢献
の準備に繋がる。ま
た地域に備えられた
各防災施設が災害時
に果たす役割を認識
し、体験して備えの重
要性を伝える。

○ ○ ○

本山第
二小学
校4年
生

200 無

15 神
戸

親と子の防災体験
学習

本庄小学校
区防災福祉コ
ミュニティ(神
戸市）

実
践

8 1 ～ 1 26
本庄
小学
校

神戸
市灘
区青
木4-
4-1

親と子の防災体験学習計画（東灘消防
署参加）
　・阪神淡路大震災追悼式
　・119番通報訓練　小学生
　・三角巾を使用しての応急救護訓練
　・初期消火訓練
　・簡易担架作成及び負傷者搬送訓練
　・煙体験
　・炊き出し訓練

両親が共に働いてい
る家庭が多い地域で
あるため、子どもが通
報訓練等をすること
が大切である。

○ ○ ○ ○

本庄小
学校6
年生と
その親

300 無

16 神
戸

平成27年度小束山
地域防災大会

小束山ふれ
あいのまちづ
くり協議会(神
戸市）

実
践

8 1 ～ 1 26

小束
山小
学校
体育
館

神戸
市垂
水区
小束
山7丁
目

○煙ハウス避難体験（垂水消防署指導）
○非常持出クイズ
○新聞スリッパつくり(舞子高校生指導）
○防災ダック(舞子高校生指導）
○ジャッキアップ救出
○毛布タンカ搬送
○AED
○ロープワーク
○非常食の作り方

各種訓練を通じて、地
域住民の防災意識の
高揚を図る。

○ ○ ○

地域住
民およ
び子ど
も

200 無

17 神
戸

星和台･鳴子「とんど
まつり」と「安全･安
心のつどい」

星和台･鳴子
とんどまつり
実行委員会
(神戸市）

実
践

8 1 ～ 1 26

神戸
市立
星和
台小
学校

神戸
市北
区星
和台
6-21

○とんどまつり（神戸市立兵庫商業高校
生獅子舞、もちつき、とんど焼き）
○安全･安心のつどい
　・地震体験車「ゆれるん」による地震体
験（北消防署）
　・煙体験ハウス（兵庫県防災士会）
　・放水体験と消火器による消火訓練
（消防署）
　・給水訓練（小学校施設）
　・パトカーと白バイ展示（兵庫県警）

とんどまつりと防災訓
練を同時に開催する
ことによって、地域住
民と子どもたちの多
数の参加を募り、防
災への備えと発生時
対応について理解を
深める。

○ ○

住民、
星和台
中、星
和台小
の生徒

600 無
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 　　　　　　　　　　　主な実施内容　　 実施目的・効果

18 神
戸

板宿地区・手づくり
ハザードマップ作成

板宿地区自
治会連合会

実
践

8 1 ～ 1 26
板宿
自治
会館

神戸
市須
磨区
菊池
町1-
3-6

○ハザードマップの作成
・H26年度に策定された表六甲河川等総
合地推進計画に基づき、水害等発生時
の早期対応など自主的な減災活動につ
なげるため４班編成でハザードマップを
作る。今後はハザードマップを使用し、
防災訓練を実施する予定。
（NPO法人ひょうご地域防災サポート隊
指導協力）

地域住民が専門家の
意見を得ながら街歩
きをすることで、新た
な目線で地域を知り、
防災への意識が向上
する。 ○ ○ 住民 50 無

19 神
戸

災害態様の変化に
応ずる防災訓練

須磨浦通6丁
目自治会専
門委員会

実
践

8 1 ～ 1 26

兵庫
県立
三木
山森
林公
園

三木
市福
井字
三木
山
2465-
1

○防災カルチャーの実践【12月5日と12
月6日】防災士指導協力
　･防災訓練
　・水防訓練（水のう使用）
　・火をおこす、刃物を使う、ロープを結
ぶ
　・避難小屋作り
　・炊き出し訓練
　・防災講話（自衛官）

実践活動を通じ訓練
を自ら計画立案し、こ
れを実施、指導できる
人材を育てる。

○ ○ ○

地域住
民、自
治会会
員

150 無

20 神
戸

菊水地区･手づくり
ハザードマップ作成

菊水校区防
災福祉コミュ
ニティ

実
践

8 1 ～ 1 26

市立
菊水
地域
福祉
セン
ター菊
水集
会所

神戸
市兵
庫区
菊水
町2丁
目

○ハザードマップの作成
・H26年度に策定された表六甲河川等総
合地推進計画に基づき、水害等発生時
の早期対応など自主的な減災活動につ
なげるため４班編成でハザードマップを
作る。今後はハザードマップを使用し、
防災訓練を実施する予定。
（NPO法人ひょうご地域防災サポート隊
指導協力）

地域住民が専門家の
意見を得ながら街歩
きをすることで、新た
な目線で地域を知り、
防災への意識が向上
する。 ○ ○ 住民 50 無

21 神
戸

和田岬地域総合防
災訓練

和田岬校区
防災福祉コ
ミュニティ

実
践

8 1 ～ 1 26

ノエビ
アスタ
ジアム
周辺

神戸
市兵
庫区
御崎
町一
丁目

○総合防災訓練(兵庫消防署指導協力）
　・要援護者支援訓練
　・救出救護訓練
　・救急救命訓練
　・初期消火訓練
　・緊急給水訓練
　・炊き出し訓練

訓練を継続することで
地域住民の連帯感が
生まれ、有事に強い
地域づくりを目指す。

○ ○ ○ ○

地域住
民、企
業2社、
小中学
生

270 無

22 神
戸

｢神戸市消防学校体
験入学　上級コー
ス」による防災学習

兵庫県立舞
子高等学校
環境防災科

実
践

8 1 ～ 1 26

神戸
市消
防学
校

神戸
市北
区ひよ
どり北
町3-1

○防災学習(神戸市消防学校の指導協
力）【2月8日、9日】
　・規律訓練　号令のかけかた、人員報
告要領
　・体験学習　放水訓練、煙体験、救助
訓練、ロープ結索訓練、空気呼吸器
　・体力養成
　・反省会

体験入学を通じ、専
門的な防災訓練等を
実勢に行い、消防の
業務を理解するととも
に、地域のリーダーと
して必要な技術を身
につける。

○ ○ ○
環境防
災科2
年生

40 無
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 　　　　　　　　　　　主な実施内容　　 実施目的・効果

23 神
戸

2年生春の校外学習
「神戸市内班別行動
＆防災学習」

神戸市立桃
山台中学校

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通1-
5-2

○校外学習（人と防災未来センターに午
後見学）
　･中学2年生136人対象とし、施設見学
と震災体験者のお話を聞く

阪神大震災後に生ま
れた生徒たちが神戸
市民として震災の記
憶を風化させることな
く、教訓を継承する役
割を担っているという
自覚を持つ。

○ ○

2年生
136名、
先生9
名

145 無

24
阪
神
南

コスモシティ尼崎安
心･安全プロジェクト

コスモシティ
尼崎自治会
(尼崎市）

実
践

6 1 ～ 2 29
コスモ
シティ
尼崎

尼崎
市長
洲東
通

○防災学習会の開催【8月30日、9月13
日,2月14日】
○消防･防災訓練の実施【10月25日】
・津波避難訓練
・飲料水補給訓練
・炊き出し訓練
○尼崎東消防署職員が協力

災害時リーダーとして
の活動できる体制と
自覚を高める。
水の供給訓練を実施
し災害時協力体制の
必要性を学習

○ ○ ○
居住
者、近
隣

240 無

25
阪
神
南

1.17を忘れず助けよ
う、大切な家族！！

打出小槌町
自主防災･防
犯会(芦屋市）

実
践

6 1 ～ 3 31

打出
教育
文化
セン
ター

芦屋
市打
出小
槌町

○防災学習会【6月6日】芦屋市消防指
令補の講和
○防災講習会【9月12日】AEDと心肺蘇
生　救急課芝田氏
○防災訓練【11月7日】避難、炊き出し、
救出、消火

瓦礫の隙間から家族
を救出したり、心肺蘇
生応急手当の技術を
習得する。資機材の
扱い方を知り、自宅の
安全点検を見直す機
会にする。

○ ○ ○
会員、
地域住
民

230 無

26
阪
神
南

防災ウォッチ～身近
な自然災害を見つ
けよう～

神戸女学院
大学人間科
学部地域創り
リーダー養成
プログラム

実
践

8 1 ～ 1 26

西宮
市立
学文
公民
館

西宮
市学
文殿
町2-
4-24

○大学生による小学生を対象とした避
難経路マップづくり
　・同大学地域創りリーダー養成プログ
ラムの地域活性化
　　総合学習として実施
　・大学生が人と防災未来センターを見
学し、避難経路
　　マップづくりに関して学習・助言を受
ける
　・西宮市内の小学生と避難経路マップ
を作成し、実際
　　に歩いて検証する
　・避難食の試食

地域の人々とともに
正しい防災方法を知
り、防災意識を高める
ことで被害をより少な
くする。またこのイベ
ントを通して地域との
つながりを深め、より
良い地域となることを
目指す。

○ ○ ○ ○
西宮市
内小学
生

20 無

27
阪
神
南

防災体験型学習
（1.17を忘れない）

川東町自治
会

実
践

8 1 ～ 1 26

北淡
震災
記念
公園

淡路
市小
倉177

○北淡震災記念公園の見学
　・語り部による体験談を聞く
　･野島断層見学
　・起震車体験
　・津波シュミレーションで津波について
学ぶ

昨年度は兵庫県広域
防災センターを見学。

○ ○
自治会
会員

45 無
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28
阪
神
南

楽しく防災を学ぼ
う！むこっ子キャラ
バン事業中高生の
ための防災講座

むこっ子キャ
ラバン実行委
員会

実
践

8 1 ～ 1 26

尼崎
市武
庫支
所、西
武庫
公園

尼崎
市武
庫元
町

○防災ワークショップ　武庫地区の災害
について　講師:武庫地域振興センター
所長【9月6日】
○人と防災未来センター見学【9月22日】
○尼崎市消防局武庫分署による救命救
急講座【8月21日】
○小学生向けの防災体験プログラムの
企画作成とふれあいひろば武庫21【10
月24日】で実施

武庫地区の中高校生
の防災意識を高め、
地域での次世代の防
災リーダーとしての担
い手を育てる。大学生
がリーダーとなり中高
校生と一緒に小学生
向け防災体験プログ
ラムを実施し、小学生
の防災教育につなげ
る。

○ ○

大学生
（関西
学院、
大阪大
学）と武
庫地区
の中･高
校生

20 無

29
阪
神
南

1.17は忘れない　北
甲子園口地区防災
訓練

北甲子園口
連合町内会
自主防災グ
ループ
（西宮市）

実
践

8 1 ～ 1 26

西宮
市松
並公
園

西宮
市松
並町

○防災訓練(ひょうご防災特別推進員、
防災士、瓦木消防署員）
　・放水、消化訓練(消防車両出動）
　・炊き出し訓練　備蓄用食料の試食
　・担架搬送訓練　毛布による応急担架
作成訓練
　・HUG訓練

防災意識や非常時の
対応について訓練を
通して地域全体として
防災力を高める。また
自助、共助の精神を
育むことを目的とす
る。

○ ○ ○ ○
地区住
民

200 無

30
阪
神
南

災害想定防災訓練
在宅総合セン
ターふる里
(尼崎市）

実
践

8 1 ～ 1 26

在宅
総合
セン
ターふ
る里

尼崎
市南
武庫
之荘
12-
16-1

ひょうご防災特別推進員派遣(12/9に実
施）
○要援護者避難訓練の実施
　･職員やボランティア、地域住民が参加
し、デイサービス利用者を上層階に避難
誘導する訓練を行う
○布担架使用の講習会

実践訓練を行うことで
実際の災害時に職
員、ボランティア、地
域住民が自分の身を
守ることを学ぶ。

○ ○

職員、
ボラン
ティア、
地域住
民

60 無

31
阪
神
南

防災学習及び震災
記念全校集会

西宮市立神
原小学校(西
宮市）

実
践

8 1 ～ 1 26

西宮
市立
神原
小学
校運
動場、
西宮
震災
記念

西宮
市神
原12-
62

○全校避難訓練
　・地域住民の誘導訓練も兼ね、震災記
念碑公園へ移動
○震災記念全校集会
○ひょうご防災特別推進員による講演
　･災害発生時の心構えと行動について
○学校にて炊き出し訓練

地震発生時の対処法
や避難方法を身につ
ける。集会を行い、犠
牲者の冥福を祈る。

○ ○ ○ ○

児童、
教職
員、
PTA会
員、地
域防災
会

600 無

32
阪
神
南

1.17は忘れない　松
山町自主防災訓練

松山町自主
防災会(西宮
市）

実
践

8 1 ～ 1 26

JR西
日本
松山
寮空
地

西宮
市松
山町6

ひょうご防災特別推進員と消防署指導
○放水、消火訓練
　･ポンプ車からの放水訓練、てんぷら
油火災消火訓練、水消化器訓練
○炊き出し訓練
　・備蓄用食糧の試食
○担架搬送訓練
　・毛布による応急担架作成訓練

訓練を通して地域全
体の防災力を高め
る。各家庭にも防災に
ついて人事でないと
いう意識を持ってもら
い、自助、共助の精
神を育む。

○ ○ ○ 住民 50 無
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33
阪
神
南

災害避難訓練
戸ノ内社会福
祉連絡協議
会(尼崎市）

実
践

8 1 ～ 1 26

尼崎
市北
部浄
化セン
ター、
尼崎
市立
園田
東小
学校

尼崎
市東
園田
町8丁
目

○避難訓練【11月15日】浄化センター
　・園田学園女子大学と協同して訓練
　･ペット同行避難訓練も併せて実施
　･消防署による初期救命講習
　･炊き出し訓練
○防災講演会【11月29日】小学校
　・人と防災未来センター宇田川主幹に
よる講演

防災マップを活用して
地域の危険箇所およ
び避難経路を認識す
る。

○ ○ ○

住民、
地域企
業、児
童、消
防団

400 無

34
阪
神
南

立花三反田自主防
災会地域防災訓練

立花三反田
自主防災会
(尼崎市）

実
践

8 1 ～ 1 26

若松
公園
及び
その
周辺

尼崎
市立
花町2
丁目
及び
三反
田1～
3丁目

尼崎市北消防署指導・協力
○津波からの避難誘導訓練
○初期消火訓練
　・バケツリレー
○救護救出訓練
　･簡易担架等で搬送し、三角巾を活用
した応急手当を実施
○避難所運営訓練
　・簡易トイレの設営や緊急ブランケット
使用訓練

基本的な防災訓練を
とおりして防災力の習
熟を図る。災害応急
時における避難所運
営を検証するため訓
練を実施する。 ○ ○

自主防
災会員

200 無

35
阪
神
南

平成27年度浜田地
域防災訓練

浜田自主防
災会(尼崎市）

実
践

8 1 ～ 1 26

尼崎
市立
大庄
北中
学校

尼崎
市大
庄北
1-8-1

○避難誘導訓練
　・地域への一時避難所へ集合し、状況
確認後、津波等一時避難場所である中
学校へ避難
○アルファ化米の炊き出し訓練
○尼崎市職員より防災講座
○救命講習
　・AEDを使用した心配蘇生法

災害時の避難誘導方
法を検証する。備蓄
用食品の試食を通じ
て各家庭での備蓄品
を備えるように啓発す
る。

○ ○ ○ 住民 100 無

36
阪
神
南

潮江自主防災会防
災訓練

潮江自主防
災会(尼崎市）

実
践

8 1 ～ 1 26

あまが
さき
キュー
ズモー
ル、潮
江緑
遊公
園

尼崎
市潮
江一
丁目、
5丁目

○津波難訓練
○尼崎市防災対策課職員による防災講
話
○応急救護訓練
　・消防署による身近なものを活用した
訓練
○炊き出し訓練
　･アルファ化米の炊き出し及び試食

災害発生時の地域全
域における共助体制
を確立する。

○ ○ 住民 400 無

37
阪
神
南

稲川橋自主防災会
地域防災研修

稲川橋自主
防災会(尼崎
市）

実
践

8 1 ～ 1 26

小田
南公
園、阪
神間
湾岸
の防
潮堤
施設

尼崎
市杭
瀬南
新町
3-15-
10、西
海岸
町先

○防災訓練(尼崎市東消防署）
　・避難及び情報収集訓練
　・シェイクアウト訓練と負傷者搬送訓練
　・応急手当･救急救護訓練　三角巾、
救急セットを使用した応急手当てやAED
活用した心肺蘇生法
　・炊き出し訓練
　・防災に関する展示ブース
○防災施設見学
　・阪神間湾岸の防潮堤施設見学

南海トラフ巨大地震に
備え、防災訓練を含
むイベントを実施し、
地域住民の防災意識
の向上と連携強化を
図る。 ○ ○ ○ ○

自主防
災会員

200 無
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 　　　　　　　　　　　主な実施内容　　 実施目的・効果

38
阪
神
南

西難波北自主防災
会　防災講演会･防
災マップづくり

西難波北自
主防災会

実
践

8 1 ～ 1 26
難波
福祉
会館

尼崎
市西
難波
町6-
7-1

○防災講演会
　・兵庫県防災士会理事による講習会
○防災まち歩き
　・各グループに分かれて災害時に危険
な箇所や災害後に役立つ場所を発見す
る
○防災マップづくり
　・まち歩きで気づいた点を地図に記載
し、地域の手作り防災マップを作成する

災害に対する正しい
知識を身につけ、住
民自らの体験と発見
を通じて災害に備える
意識を醸成する。

○ ○

西難波
北社会
福祉連
絡協議
会区域
の住民

80 無

39
阪
神
南

1.17は忘れない！
三条コミスク地域自
主防災総合訓練
雪まつり

三条コミュニ
ティスクール

実
践

8 1 ～ 1 26

山手
夢保
育園
前面
道路

芦屋
市東
芦屋
町6番
10号
地先

○自主防災総合訓練(協力参加機関：芦
屋市防災安全課、消防署、消防団、警
察署、県治山林道協会）
　・集団避難訓練の実施 集合場所で芦
屋市防災マップ配布
　・初期消火訓練、小型ポンプ放水体験
　・煙体験
　・救急処置体験
　・移動式炊飯器を使用しての炊き出し
体験
　・土石流、降雨発生装置による災害発
生の仕組み講習
　・雪を土にみたてての土嚢作り、土嚢
積み体験
　・車いすの扱い方講習会
※雪まつりにかかる経費は対象外とし
ています。

津波、土砂災害等、
避難準備や避難勧告
でのすばやい対応が
期待される。

○ ○ ○ ○

三条コ
ミスク地
域8町
住民

600 無

40
阪
神
南

要支援者の救助体
制の確立

生島西社会
福祉連絡協
議会

実
践

8 1 ～ 1 26

上ノ島
西会
館、人
と防災
未来
セン
ター、
野島
断層
保存
会館

上ノ島
町1-
21-1
ほか

○ひょうご防災特別推進員講習会【12月
6日】（上ノ島西会館）
　・要援護者の避難について
○人と防災未来センターと関西総合リハ
ビリテーション専門学校へ見学【1月23
日】
　・6町会役員研修
○要援護者救助のマニュアル作成
　・12月1日から3月末日まで
　・マニュアル作成準備
　・各町会で要援護者の実態調査と支援
確認の同意書
　・マニュアル案の検討と調整

地域性を活かした要
介護者の救助マニュ
アルができる。

○ ○
会員、
役員

60 2,000円

41
阪
神
南

塚口西自主防災会
平成27年度防災訓
練

塚口西自主
防災会

実
践

8 1 ～ 1 26

兵庫
県立
尼崎
北高
等学
校

尼崎
市塚
口町
5-40-
1

○防災訓練（尼崎市防災対策課、防災
士、北消防署）
　･津波避難訓練
　・防災講座
　・炊き出し訓練　アルファ化米作成方
法を展示し試食
　・初期消火訓練
　･応急救護訓練

災害時に活動の中心
となる地元消防団員
と、地元高等学校生
徒と合同で防災訓練
を実施することで地域
における防災力の更
なる向上と連携強化
を図る。

○ ○ ○ ○

自主防
災会
員、教
員、生
徒

250 無
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42
阪
神
南

防災かるたのカード
ゲームでみんなで
楽しく学ぼう

芦屋市立浜
風幼稚園

実
践

8 1 ～ 1 26

芦屋
市立
浜風
幼稚
園

芦屋
市浜
風町１
－２

○防災かるたでカードゲーム実施
○地域の方と非常食の試食
(NPO法人兵庫県暮らしにやさしい防災･
減災の指導）

子どもたちも防災･減
災の正しい知識を得
て家族一緒に自助と
共助の気持ちを持
つ。

○ ○

幼稚園
児、職
員、地
域の方

60 無

43
阪
神
南

平成27年度武庫第
10自主防災会地域
防災訓練

武庫第10自
主防災会

実
践

8 1 ～ 1 26

尼崎
市立
武庫
東小
学校
ほか

尼崎
市武
庫之
荘6-
15

○防災講座【1月15日】（NPO法人日本
災害ボランティアネットワーク指導）
○防災マップ作り
○避難訓練
○炊き出し訓練

地域の要援護者を把
握し、災害時の避難
誘導方法を検証す
る。また備蓄用食品
の試食を通じ各家庭
での備蓄を啓発す
る。

○ ○ ○ ○ ○ 住民 100 無

44
阪
神
南

元浜自主防災会防
災訓練

元浜自主防
災会

実
践

8 1 ～ 1 26
元浜
南会
館

尼崎
市元
浜町
5-70-
2

○防災訓練（尼崎西消防署の指導協
力）
　・避難誘導訓練　防災マップを活用しリ
ヤカー、車椅子を使用した避難方法を実
施
　・防災機材等点検訓練
　・炊き出し訓練（購入した大鍋の写真
添付有り）
　・初期消火訓練
　・負傷者搬送訓練　簡易担架を使用

昨年度作成した防災
マップを活用して避難
訓練を実施する。基
本的な防災訓練を反
復することで地域防
災力の強化を図る。

○ ○ ○ ○ 会員 110 無

45
阪
神
南

食満自治会自主防
災会炊き出し訓練

食満自治会
自主防災会

実
践

8 1 ～ 1 26

下食
満福
祉会
館及
び食
満北
台公
園

尼崎
市食
満7丁
目、6
丁目

訓練（市防災対策課の指導協力）
　・防災講座　福祉会館
　・炊き出し訓練　北台公園

非常食の重要性を学
び、災害時でも健全な
食生活を確立するこ
とを目的とする。 ○ ○ 会員 100 無

46
阪
神
南

西大島地区防災訓
練･炊き出し訓練

西大島社会
福祉連絡協
議会

実
践

8 1 ～ 1 26

尼崎
市立
成文
小学
校及
び体
育館

尼崎
市大
島2-
33

○自主防災訓練（尼崎市西消防署、阪
神南県民センター港湾担当者）
　・避難訓練
　・防災マップによる地域巡回
　・被災者の確認と報告
　・炊き出し訓練と配給

速やかな避難を心が
け、要介護者搬送を
高校生にも呼びかけ
実施する。

○ ○ ○
地域住
民

550 無

47
阪
神
南

第3回防災セミナー
「さまざまな災害に
ついて」

西ろう・西サ
連協同防災
対策委員会

実
践

8 1 ～ 1 26

西宮
市民
交流
セン
ター2F
ホー
ル

西宮
市高
松町
20-20

○防災セミナー
　・講演会（手話通訳付）講師：ひょうご
防災特別推進員兼防災士）
　・ワークショップ　バンダナ活用法

地域の防災力の向
上、災害発生時に適
切な行動ができるよう
に学ぶ、災害用バン
ダナの普及に努め、
広く一般市民に認知
してもらう。

○ ○

聴覚障
害者お
よぼ手
話サー
クル会
員、大
学生

100 無
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48
阪
神
南

潮江診療所･おひさ
ま･地域住民合同防
災訓練

在宅支援セン
ターおひさま

実
践

8 1 ～ 1 26

在宅
支援
セン
ターお
ひさま

尼崎
市潮
江3-
18-
19-2

○地域住民合同訓練(ひょうご防災特別
推進員派遣）【2月16日】
○防災学習会【2月25日】尼崎都市・自
治体問題研修所職員による指導
○防災施設見学【3月15日】

高齢者総合福祉施設
（職員･利用者）と地域
住民の協働の訓練･
学習は防災･減災に
効果が期待される。 ○ ○ ○

診療
所、お
ひさま
（職員･
利用
者）と地
域住民
利用
者、小

150

バス研
修代＠
1,000円
×24人

49
阪
神
南

イザ！カエルキャラ
バン！In　百合学院

学校法人百
合学院

実
践

8 1 ～ 1 26

百合
学院
中学
校高
等学
校

尼崎
市若
王子
2-18-
2

○イザ！カエルキャラバン(NPO法人プ
ラスアーツの指導協力）
　・消火･救出･救護の訓練実施（尼崎北
消防署の指導協力）
　・火起こし体験（大阪ガス）
　・災害に対する備え（公社兵庫県建築
士会）と家庭備蓄品について使い方を確
認
　・非常食試食
　・身障者避難訓練
　・起震車の揺れを体験（プロセブン）

地域の子どもたち、若
い世代の防災力の向
上を目的とする。また
実施スタッフを中高校
生を中心として行うの
で、スタッフにも防災
の意識を身につける
ことができる。

○ ○ ○ ○ ○

阪神間
の園
児、児
童、そ
の保護
者

1,000 無

50
阪
神
南

金楽寺自主防災会
防災訓練

金楽寺自主
防災会

実
践

8 1 ～ 1 26

金楽
寺公
園、金
楽寺
会館、
金楽
寺小
学校

尼崎
市金
楽寺
町２町
目

○防災訓練（尼崎市防災対策課、東消
防署の指導協力）
　・避難誘導訓練
　・防災講座
　・救急救命訓練
　・炊き出し訓練（アルファ化米など）
　・自衛隊西宮地域事務所による展示

地域における防災力
の更なる向上と連携
強化を図る。

○ ○ ○
自主防
災会員

120 無

51
阪
神
南

人と防災未来セン
ター訪問研修会

以和貴会
実
践

10 14 ～ 10 14

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通

○人と防災未来センター見学【10月14
日】

阪神淡路及び東北大
震災の教訓を学ぶ、
南海トラフ地震等の
大災害に日頃から備
える。

○

老人ク
ラブ以
和貴会
会員お
よび団
地全住

40 無

52
阪
神
北

災害時要援護者支
援活動/稲野町と隣
接地域社会と地域
教育機関のコラボ
レーション

稲野自治会
（伊丹市）

実
践

4 20 ～ 9 30

大手
前大
学及
び稲
野公
園

伊丹
市

○防災講演会【9月12日】
・講師　室崎益輝氏
○防災フェア
・炊出し訓練
・簡易トイレ、テント、ベッドを設営、体験
する
○伊丹市消防局が指導

単一自治会では見え
ない問題点を把握し、
広範囲にわたる地域
防災力が高まる効果
がある。 ○ ○ ○ ○

町内住
民、隣
接地域
住民、
地域教
育機関

800 無

53
阪
神
北

防災･減災意識啓発
運動の展開

仁川高丸自
治会自主防
災会

実
践

8 1 ～ 1 26

北淡
震災
記念
公園
ほか

淡路
市小
倉177
ほか

○北淡震災記念公園見学【9月24日】
○宝塚市消防署員による防災講話と消
火器、AEDの実技訓練【9月】
○ひょうご防災特別推進員による講話と
家具転倒防止グッズ等実践、非常食試
食【10月4日】

一人でも多くの方々
の防災･減災意識を
高揚させる。自己対
策の実行と共助の重
要性の理解浸透を図
る。前年度参加者以
外を対象者とする。

○ ○ ○ ○ ○ 住民 80 無
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54
阪
神
北

地域の小学校と連
携した地域合同自
主防災訓練

すずかけ台自
治会

実
践

8 1 ～ 1 26

三田
市立
すず
かけ
台小
学校

三田
市す
ずか
け台
2-45

○避難児童を保護者に引き渡す訓練
○初期消火訓練、煙体験
○救助犬訓練見学
○応急救護実演
○防災講話
○炊き出し訓練
・三田市消防、日本レスキュー協会

訓練内容はほぼ前年
同様。小学校と地域
が連携した1300人規
模の合同自主防災訓
練を行うことにより、
地域で支え合う防災
力を強化する。

○ ○ ○ ○ 住民 1,300 無

55
阪
神
北

緑台・陽明地区自主
防災総合訓練(ハシ
ゴ車がやって来る）

緑台・陽明地
区自主防災
会

実
践

8 1 ～ 1 26

川西
市立
緑台
小学
校

川西
市向
陽台
1-7-1

○川西市消防署、川西市役所の参加・
協力のもと避難訓練
・多田グリーンハイツ自治会と災害時要
援護者避難誘導訓練
・ハシゴ車救出訓練と体験
･消火訓練、児童バケツリレー
・炊き出し訓練
・防災体験学習、防災クイズ

ハシゴ車救出訓練を
実施する。市危機管
理室がフェニックス共
済チラシ配布する。

○ ○ ○ ○ ○ 住民 500 無

56
阪
神
北

防災教育施設（北淡
震災記念館）の見
学･防災学習

三田市立弥
生小学校
（三田市）

実
践

8 1 ～ 1 26

北淡
震災
記念
館

淡路
市小
倉177

○北淡震災記念館の見学
　･震災語り部さんの話
　･地震の揺れを体験
　・それらを踏まえ学校での防災学習

見学で学んだことを4
年生より全校生に発
信し、大人任せでない
自分たちの防災につ
いて考える。

○ ○
4年生
児童

34 1,137

57
阪
神
北

非常時の避難に関
する防災学習会

めふ防協議
会
(宝塚市）

実
践

8 1 ～ 1 26
ぷらざ
こむ１

宝塚
市売
布東
の町
12-7

○防災学習会
　・豪雨時の校区内地滑り危険地帯の
防災の現状について（講師：見市防災
士）
　　売布小学校区防災マップの根拠と想
定災害ならび要支援者避難サポート制
度
　（宝塚市総合防災課、地域福祉課、東
消防署）
○非常食の試食

地域責任者の防災意
識の向上と判断基準

を明確にする。
○

各ブ
ロック代
表者、
自治会
員、民
生児童
委員、
班長

45 無

58
阪
神
北

鴻池公社自主防災
ハザードマップ作成

鴻池公社住
宅自治会
(伊丹市）

実
践

8 1 ～ 1 26

鴻池
公社
住宅
集会
所

伊丹
市鴻
池1-2

○ハザードマップの作成
・10月10日、11日にまち歩きを実施
・居住地周辺のハザードマップ作成(伊
丹市防災担当職員同行）
○ハザードマップを使用した訓練の実施
　・避難路歩行訓練
　･車椅子等災害時要援護者避難訓練
　・AED操作訓練と応急手当て訓練
○伊丹市総合防災訓練への参加【1月
24日】

住民の全員が無事避
難できるよう日頃から
訓練を実施し、住民
の防災力を高める。

○ ○ ○ 住民 300 無



月 日 ～ 月 日 施設名所在地
参加対

象

参加者
数

（人）

参加費
（円）

②
学
習
・
研
修
会

③
マ
ニ

ュ
ア
ル
・
マ

ッ
プ

④
炊
き
出
し
等

⑤
防
災
・
避
難

⑥
要
援
護
者
支
援

⑦
消
火
・
救
助

⑧
家
具
・
転
倒

⑨
防
災
グ

ッ
ズ

⑩
そ
の
他

参加者

①
施
設
見
学

平成２７年度ひょうご安全の日推進事業助成金申請一覧【実践活動事業】

No.
県
民
局

事業名 実施団体名

事
業
区
分

実施月日 実施場所

 　　　　　　　　　　　主な実施内容　　 実施目的・効果

59
阪
神
北

震災から学ぼう
三田市立学
園小学校
（三田市）

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通

○人と防災未来センター見学
　･震災がもたらした被害について学習
する
　･減災のためにできることを学び、周り
の人に伝えることができるものについて
考える
　・当時の映像等で阪神淡路大震災が
どれほど恐ろしかったか体験すること
で、命や人と人のつねがりの大切さを学
ぶ
　・学んだことを校内の発表会で保護
者、地域の人に発表する

阪神淡路大震災の被
害の甚大さを把握し、
地震の怖さを学習す
る。減災のためにでき
ることを学び、周りの
人に学んだことを啓
発する。 ○ ○

4年1組
児童、
教師

21 無

60
阪
神
北

コミュニティ末広第2
回総合防災訓練

まちづくり協
議会コミュニ
ティ末広(宝塚
市）

実
践

8 1 ～ 1 26
末広
小学
校

宝塚
市末
広町
3-1

○消防署幹部による災害の際の心得
○避難訓練（災害時要支援者サポート
含む）
○水消火器を使った消火訓練
○災害対応訓練（AED、簡易タンカ組み
立て、止血処置）
○炊き出し訓練
○家具転倒防止講習会

防災意識の向上と災
害の軽減を図る。

○ ○ ○ ○ ○ 住民 200 無

61
阪
神
北

狭間が丘｢防災の
輪」活動推進事業

狭間が丘連
合自治会(三
田市）

実
践

8 1 ～ 1 26

狭間
小学
校、コ
ミセ
ン、災
害時
地区
拠点

三田
市狭
間が
丘全
域

○地域防災訓練（三田市防災安全課指
導協力）
　・1次避難所と地域内7箇所の災害時
地区拠点での避難場所設営訓練及び
運営訓練

災害発生時の地域全
域における共助体制
を確立する。

○ ○ 住民 400 無

62
阪
神
北

巨大地震に備え
る！堀池自治会防
災研修会

堀池自治会
実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター、
北淡
震災
記念
公園

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通、淡
路市
小倉

○人と防災未来センター見学
○北淡震災記念公園で野島断層見学
(人と防災未来センター→北淡震災記念
公園→平岡農園（みかん収穫体験）→
淡路島公園ハイウエイオアシスの経路
防災教育施設見学事業のみ対象としま
す。）

巨大地震のメカニズ
ムから実際の被害を
総合的に捉え、日常
生活における防災･減
災への意識を高め
る。

○ ○

自治会
会員と
その家
族

80
1人

2,000円

63
阪
神
北

防災の備えと地域
の絆を高めるまちづ
くり(第16回大和夢
ナリエ）

大和の夢か
なえたい実行
委員会

実
践

8 1 ～ 1 26

平木
谷池
公園、
能勢
電鉄
畦野
駅前

川西
市大
和西2
丁目
ほか

○各丁毎に実施する防災訓練及び要援
護者避難訓練(川西市危機管理室、川
西北消防署、川西市防災士会の指導協
力）
○会場周辺にボード、横断幕を掲示し
住宅共済加入促進する
○災害を想定した炊き出しと備蓄用食
材の試食
（夢ナリエ設営及び準備やイベント(音楽
演奏等）を通じ地域住民の交流と絆を築
く）

防災訓練、イベントを
通じ、人々の交流を
図り、自助・地助を構
築する。

○ ○ ○ ○

大和地
区及び
周辺地
区の住
民

15,000 無
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64
阪
神
北

大規模避難訓練
中山台コミュ
ニティ災害対
策委員会

実
践

8 1 ～ 1 26

中山
桜台
小学
校、中
山五
月台
小学
校、中
山五
月台
中学
校、宝
塚東
高等
学校、
中山
台コ
ミュニ
ティセ

中山
五月
台中
学校
区

○避難訓練（防災士、宝塚市危機管理
室、県防災教育専門員）
　・校区にある指定避難所、予備避難
所、福祉避難所を同時に開設し、災害
対策本部で統括して訓練実施
10組ペット避難訓練、消防隊による応急
救護訓練、自宅避難者捜索訓練

平時に備える減災の
取り組みの大切さを
周知し、訓練では避
難所までの避難経路
の確認を実施する。

○ ○ ○ ○
コミュニ
ティエリ
ア住民

1,000 無

65
阪
神
北

けやき台総合防災
訓練

けやき台自治
会

実
践

8 1 ～ 1 26

けやき
台小
学校
体育
館

三田
市け
やき
台3-
77

○総合防災訓練（地域防災士7名、三田
消防本部の指導･協力）
　・安否確認訓練　各世帯に配布した
「無事カード」を使用した安否確認の試
行訓練
　・応急処置講習及び心肺蘇生処置講
習と実技訓練
　・炊き出し訓練

安否確認、応急手当
及び心肺蘇生の実技
訓練の計画を実施
し、地域全体の防災
力を高める。 ○ ○ ○ 住民 300 無

66
阪
神
北

花屋敷自治会地区
防災訓練

花屋敷自治
会

実
践

8 1 ～ 1 26
花屋
敷さく
ら会館

川西
市花
屋敷
2-2-
13

○炊き出し訓練【2月7日】(餅つき大会と
同時開催）
　・非常食の試食と防災関連展示も実施
○安否確認訓練、一時避難所開設訓練
【3月6日】(防災士無料派遣制度利用）
　・各販長が担当区域の安否確認を行
い自治会対策本部に報告

会場の会館は地域の
一時避難所として市と
連携しており、訓練を
通してノウハウの蓄
積といざという時の協
働の輪を構築する。

○ ○ ○ 住民 300 無

67
阪
神
北

弥生が丘地域総合
防災訓練

三田市弥生
が丘自主防
災会

実
践

8 1 ～ 1 26

三田
市立
弥生
小学
校

三田
市弥
生が
丘2-
20

○総合防災訓練
　・避難訓練
　・無地カード掲示による安否確認訓練
　・児童引渡し訓練
　・防災講話(ひょうご防災特別推進員、
三田消防署予防課長、三田市防災安全
課）
　・煙道体験、消火訓練、AED取扱及び
救急救命訓練
　・防災グッズ展示と説明

災害発生時にどのよ
うに避難行動をすべ
きか、また無事カード
を活用した安否確認
を検証する。各家庭
での減災意識の向上
を図り、被害を最小化
に結びつける。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 住民 800 無
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68
阪
神
北

みんなでやろう自主
防災

西多田自主
防災会

実
践

8 1 ～ 1 26

西多
田自
治会
館

川西
市西
多田
1-3-
48

○防災訓練（川西市危機管理室の指導
協力）
　・避難訓練　安否旗を導入
　・要介護者を想定し車椅子避難訓練
　・転倒防止技術の訓練
　・初期消火訓練
　・バケツリレー
　・豚汁と非常食の炊き出し

地域自主防災の要は
自助自主避難と隣保
連帯であり、みんなで
やるという意識高揚を
図る。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 住民 180 無

69
阪
神
北

武庫小校区避難訓
練

武庫小校区
まちづくり連
絡協議会

実
践

8 1 ～ 1 26

三田
市立
武庫
小学
校

三田
市武
庫が
丘4-
13

○防災訓練（三田市消防本部、三田市
総務部防災安全課の協力）
　・防災DVD視聴と防災講話
　・煙体験
　･簡易トイレ展示、ダンボールベッドの
展示と体験
　・家具転倒防止器具の展示研修
　・炊き出し（防災非常食と豚汁）と試食

当地区の防災訓練活
動は初めてであるの
で自治会ならびに住
民各位への啓発を行
う。 ○ ○ ○ ○ 住民 300 無

70
阪
神
北

コスモ伊丹ガーデン
ズ自治会防災訓練

コスモ伊丹
ガーデンズ自
治会自主防
災会

実
践

8 1 ～ 1 26

コスモ
伊丹
ガー
デンズ
敷地
内

伊丹
市千
僧4-
214

○防災訓練（防災士の指導協力）
　・防災講習　伊丹市ハザードマップの
理解と防災用品の使用方法
　・応急救護講習　心配蘇生法、救護用
品の使用方法
　・炊き出し訓練と備蓄用食材試食

防災の基礎知識およ
び自助･共助の理解
をする。

○ ○ ○ 住民 300 無

71
東
播
磨

防災学習　防災減
災ゲーム

中藤江わか
ば会
（明石市）

実
践

8 1 ～ 1 26
若林
公民
館

明石
市藤
江
1426-
4

防災士（無料制度以外）による指導
○防災学習と防災ゲーム
　・防災用品の作成
　・非常時の持ち出しゲーム
　･非常食試食
　・家具転倒防止について
○炊き出し訓練

楽しみながら防災意
識の向上し、自分の
命は自分で守ること
の大切さを再認識す
る。

○ ○ ○
自治会
員等

50 無

72
東
播
磨

東播工　災害時支
援プロジェクト（T-
DAP）

兵庫県立東
播工業高等
学校
(加古川市）

実
践

8 1 ～ 1 26

兵庫
県立
東播
工業
高等
学校

加古
川市
東神
吉町

○東神吉団地町内会および兵庫大学と
の合同防災訓練
　･初期消火、土のうづくり(消防団指導）
　･ダンボール間仕切り避難所設営訓練
(加古川市危機管理室指導）
　・救護救出訓練(兵庫大学指導）
　・町内会の高齢者避難誘導
　・地域防災取り組みの説明と講評(市
危機管理室）

自然災害に備えて防
災意識を高め、卒業
後も地域の防災リー
ダーとして活動できる
人材を育成する。

○ ○ ○

全校生
徒、教
職員、
近隣住
民

800 無

73
東
播
磨

ソナエル　ウインヒ
ルズ土山自治会・自
主防災組織　第2回
防災イベント

ウインヒルズ
土山自治会

実
践

8 1 ～ 1 26

ウイン
ヒルズ
土山
自治
会土
山集
会所

加古
川市
平岡
町土
山
785-
11

○防災学習
　・防災士による講話　テーマはソナエ
ル
○備蓄用食品の調理体験と試食
　・アルファ化米の調理体験と試食

防災学習を通して実
際に災害が起きたと
き、即対応できるよう
に備蓄食品や水など
の備えができている
か確認する。

○ ○ 会員 50 無
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74
東
播
磨

平成27年度北山自
主防災会訓練

北山自主防
災会

実
践

8 1 ～ 1 26
北山
児童
公園

高砂
市阿
弥陀
町北
山17

○防災会訓練
　・高砂市危機管理室による防災講習
　・高砂市消防署指導による消火訓練
　・防災リーダーたかさごによるロープ
ワーク結び訓練
　・住民参加による炊き出し訓練

住民が訓練参加を通
して防災意識の向上
及び住民相互の対話
を図る。 ○ ○ ○ ○ 全住民 100 無

75
東
播
磨

稲美町立天満小学
校PTA　親子で学ぼ
う！防災教室

稲美町立天
満小学校PTA

実
践

8 1 ～ 1 26

稲美
町立
天満
小学
校

稲美
町国
岡538

○防災学習会(兵庫県防災士会無料派
遣制度利用）
　・防災クイズ
　・応急救護手当
　･防災講話
　・炊き出し
　・フェニックス共済PR（PTA対象）

保護者、教職員、児
童がともに防災に関
する知識を取得し、平
常時からの各家庭や
学校における備え、
地域で担うべき役割
を理解することによ
り、地域における災害
時の被害を最小限に
抑える。

○ ○ ○

PTA、
小学6
年生、
教職員

200 無

76
東
播
磨

大蔵地区（８町連
合）南海トラフ大地
震想定津波避難訓
練

明石市大蔵
地区連合町
内会(明石市）

実
践

8 1 ～ 1 26

市立
人丸
小学
校

明石
市東
人丸
町

○津波避難訓練の実施
　・昨年作成した防災マップに基づいた
避難計画の実施、検証
○要援護者避難訓練
　・車イス、簡易担架、リヤカーを使用
○非常食の試食
○明石消防本部に総評と防災講義
○自主防災委員３０名の防災リーダー
研修として市総合安全対策局による講
義
　兵庫県防災士会防災士より講演

地域の防災意識を高
め、避難計画に基づ
いた津波避難訓練を
実施。防災マップの避
難経路を把握し、災
害時の避難誘導方法
および要援護者の搬
送方法を検証する。

○ ○ ○ 住民 100 無

77
東
播
磨

山手校区防災活動
災害から地域を守る

山手校区連
合協議会(明
石市）

実
践

8 1 ～ 1 26

山手
小学
校、山
手小コ
ミセン

明石
市大
窪町
大窪
1600
番地
ほか

○煙中避難訓練【11月22日】やまてまつ
りと同時開催（消防本部、消防署大久保
分署）
○第1回防災研修会【12月16日】赤根川
等氾濫を想定した図上訓練（明石市地
域防災担当職員）
○第2回防災研修会【1月29日】防災訓
練(2/28）の説明と連絡訓練
○防災訓練【2月28日】（明石市、消防本
部）

赤根川等氾濫時の避
難経路の検証と地域
住民の防災意識の向
上を図る。

○ ○ ○ ○ 住民 480 無

78
東
播
磨

震災聴き取り学習
（第2学年校外学習）

加古川市立
両荘中学校
(加古川市）

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ターほ
か

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通、長

○人と防災未来センター見学と語り部の
講話を聴く
○長田区周辺で班に分かれて被災者か
ら話を聴く

阪神･淡路大震災から
の教訓を学び、その
継承と発信に努め、
防災意識を高める。

○ ○ 住民 69 無
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79
東
播
磨

防災体験研修
阿弥陀東自
主防災会(高
砂市）

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通1-
5-2

○人と防災未来センター見学
　（須磨水族園訪問と同時開催）

地震などの自然災害
の被害を最小限に食
いとどめるため自主
防災会の会員が防災
を考え、体験研修に
参加しいざという時の
行動力を身につける。

○
会員及
び家族

35

大人
1,500
円、子
ども

1,000円

80
北
播
磨

こども会防災訓練 久米こども会
実
践

7 1 ～ 8 19
久米
公民
館

加東
市久
米

○防災講義、防災体験(煙体験、消火器
訓練）、炊き出し訓練【7月18日】
○北はりま消防本部、加東消防署職員
の指導、協力

子どもと保護者の防
災意識を高め、次な
る災害に備える。 ○ ○

こども
会会員

50 無

81
北
播
磨

在田地区防災リー
ダー災害図上訓練

在田あいあい
まちづくり協
議会(加西市)

実
践

7 5 ～ 7 5
殿原
町公
民館

加西
市殿
原町
228

○講演会および図上訓練【7月5日】
･ひょうご防災特別推進員講師による講
義と地域の防災マップつくり

現状を考え、共通認
識を持つ。災害発生
時に自分たちがどう
行動すべきかを考え
みんなで議論する。
顕在化した地域の課
題と解決策を考える。

○ ○
協議会
委員

50 無

82
北
播
磨

第11回兵庫県立北
条高等学校　「地域
ふれあい公開講座」

兵庫県立北
条高等学校
PTA
（加西市）

実
践

7 13 ～ 7 31

北条
高等
学校
及び
加西
消防
署

加西
市

○防災体験講座【7月26日】
・消防署の見学と煙体験
○震災パネル展、支援活動パネル展、
防災用品展示
○加西消防署が指導

地域青少年が防災意
識を高め、ボランティ
ア活動の啓発につな
がる効果がある。 ○ ○ ○

地域住
民

40 無

83
北
播
磨

1.17に学ぶ第17回
大木町自主防災訓
練

大木町自主
防災会

実
践

8 1 ～ 1 26

大木
町集
落セン
ター

西脇
市大
木町
125-4

○西脇消防署および西脇市防災安全課
の指導のもと、自主防災訓練実施
　・倒壊家屋からの負傷者救出訓練
　・倒壊家屋の火災発生による初期消火
訓練（バケツリレー）
　・心肺蘇生法講習
　・炊き出し訓練と試食

過去にも実施した倒
壊家屋からの救出訓
練や初期消火訓練を
繰り返し体験し、自主
防災力の向上を図
る。

○ ○ ○ 住民 150 無

84
北
播
磨

防災施設を見学しよ
う

加西市立北
条小学校
（加西市）

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通

○人と防災未来センターの見学
　･施設展示見学
　･震災の追体験
　・防災、減災の体験

防災施設見学を通し
て、災害に対する知
識を深めたり、防災意
識を高める。

○ ○
児童53
名、教
師4名

57

51,820
参加者
より集
金）
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85
北
播
磨

自由が丘連合自主
防災会防災訓練

自由が丘連
合自主防災
会
（三木市）

実
践

8 1 ～ 1 26

自由
が丘
中央
公園

三木
市志
染町
西自
由が
丘1-
593

○防災訓練（三木市消防本部協力）
　・本部設置訓練
　・被害者情報収集、要援護者安否確認
訓練
　・避難誘導訓練、避難所入所訓練
　・倒壊家屋救出訓練
　・消火訓練、煙体験
　・車椅子避難体験
　・炊き出し訓練

住民の防災意識の向
上を図り、人的被害を
軽減することを目的と
する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 住民 650 無

86
北
播
磨

声かけ合い･助け合
い　大手町防災訓
練

大手町公民
会(三木市）

実
践

8 1 ～ 1 26

大手
町公
民館
および
一粒
保育
園駐
車場

三木
市本
町1-5
ほか

○災害時連絡訓練
○安否確認訓練
○消火訓練
○消防車見学
○三木消防署より講和と講評

防災･減災に対する意
識を向上させ、地域
の連帯感を高めたり、
世代間を越えた交流
を図る。

○ ○ ○ 住民 30 無

87
中
播
磨

北条防火防災イベ
ント

北条自主防
災隊(姫路市）

実
践

6 1 ～ 7 20

北条
町会
館及
び天
満宮
境内

姫路
市北
条宮ノ
町

○講演会【7月20日】
・関西学院大学和崎博士
○講習･体験【7月20日】
・消火器の使い方、心肺蘇生・AED・三
角巾の使い方
・作る食べる防災体験(ダンボール簡易
トイレ、新聞紙スリッパ）
・ひょうご防災特別推進員東滝氏

防災意識が高まり
人々のコミュニケー
ションが日常の中に
つき、防災力があがり
いざという時スムーズ
に動ける ○ ○ ○ ○

町内住
民

250 無

88
中
播
磨

災害に備えて、地域
の団結力を高める
実践訓練

八代本町一
丁目自主防
災会

実
践

8 1 ～ 1 26

荒神
広場、
八代
公民
館

八代
本町
一丁
目、二
丁目

○災害時における基礎知識の向上を図
る訓練（姫路東消防署、城乾分団の指
導）
　・初期消火訓練、心配蘇生法・AED
　・一時避難訓練
　・薪やプロパンを利用した炊き出し訓
練

地域防災力の強化や
住民の防災意識の向
上を図る。

○ ○ ○
自治会
会員

100 無

89
中
播
磨

自主防災かみかわ
防災訓練

自主防災か
みかわ
(神河町）

実
践

8 1 ～ 1 26

根宇
野公
民館
ほか
10箇
所

神河
町内

○防災訓練(神河町役場住民生活課職
員、日赤県支部講師）
　・避難訓練、避難所開設訓練
　・情報収集伝達訓練
　・安否確認訓練
　・初期消火、救護訓練
　・炊き出し訓練
各区選択で積み土嚢訓練、初期消火訓
練、AED使用法などを実施する

安全で安心して住め
る災害に強い地域づ

くりを推進する。
○ ○ ○

旧粟賀
小学校
区住民

1,500 無
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90
中
播
磨

野里の防災を考え
る　あなたなら、どう
する？

野里地区自
主防災会
(姫路市）

実
践

8 1 ～ 1 26

姫路
市立
野里
小学
校

姫路
市坊
主町
3-1

○炊き出し訓練
○防災講座（ひょうご防災特別推進員東
滝氏）
　・家庭における備蓄の勧め
○防災演習（兵庫県防災士会防災士
萬代氏）
　・クロスロードゲームを体験

自主的に動けるリー
ダー候補生を育成す
る。親しみやすい防災
講座を企画し幅広い
年齢層の参加を促
す。

○ ○
自主防
災会員

350 無

91
中
播
磨

上原田地区自主防
災訓練

上原田自主
防災会
(姫路市）

実
践

8 1 ～ 1 26

上原
田ス
ポーツ
公園

姫路
市花
田町
上原
田695

○防災訓練(姫路東消防署の協力）
　・避難誘導訓練
　・消火放水訓練
　・消防車放水訓練
　・被災者救護訓練(AED含む）
　・交通規制訓練
　・炊き出し訓練

毎年繰り返し訓練す
ることにより行動をす
ぐ起こせる。自治会を
軸に各種団体連携を
強化する。また住民
が積極的に参加し防
災意識を高められる。

○ ○ ○ ○ ○ 住民 450 無

92
中
播
磨

災害に備えよう　川
辺新町区防災訓練

川辺新町区
自主防災会
(市川町）

実
践

8 1 ～ 1 26

川辺
新町
区公
民館

神崎
郡市
川町
西川
辺
1041-
45

ひょうご防災特別推進員派遣申請
事前打ち合わせ9月29日、当日11月29
日
○要援護者避難訓練
○防災組織の役割機能の検証
○初期消火訓練と放水消化手順
○備蓄用食料の試食

避難誘導方法の検証
や自助精神を養い、
災害に備える。

○ ○ ○ ○ 住民 130 無

93
中
播
磨

もしもに備える「英
賀保の集い」パート
Ⅲ

英賀保地区
連合自主防
災会(姫路市）

実
践

8 1 ～ 1 26

英賀
保小
学校
体育
館

姫路
市飾
磨区
英賀
清水
町

○防災講演会
　「地域の絆と防災」
講師：飾磨消防署、英賀保消防分団、看
護師

救命士のレベルアッ
プとリーダー養成。

○ ○

自治会
員、学
校職
員、市
民救命
士、地
域住民

200 無

94
中
播
磨

1.17は忘れない　城
乾地区防災勉強会

城乾地区自
主防災委員
会(姫路市）

実
践

8 1 ～ 1 26

姫路
市立
城乾
公民
館

姫路
市南
新在
家6-1

○防災勉強会
　・消防署員による防災、減災の講義
　・消防署指導のもと、参加者全員が心
肺蘇生法とAED講習

地域の防災減災力の
向上を目的とする。災
害時に備えて、迅速・
スムーズに行動でき
る人材を育成する。

○ ○

各自治
会の会
長、女
性リー
ダー、
自主防
災員

60 無

95
中
播
磨

安富ブロック連合自
治会総合訓練

安富ブロック
連合自治会

実
践

8 1 ～ 1 26
ネスパ
ル安
富

姫路
市安
富町
安志
1151

○総合防災訓練(姫路西消防署、姫路
市危機管理室）
　・避難所開設訓練
　・AEDの使用手順
　・車椅子の操作手順と応急処置対応
　・初期消火訓練及び土のう積工法
　・簡易担架の作り方使用

山崎断層への備えの
ために、災害時要援
護者の確認と支援、
避難経路確認と所要
時間の確認を実施。 ○ ○ ○ ○ ○

自治会
員

200 無
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96
中
播
磨

南大津地区一斉津
波避難訓練

南大津地区
連合自主防
災会

実
践

8 1 ～ 1 26
南大
津小
学校

姫路
市大
津区
真砂
町40-
2

○津波避難訓練
　・各家庭でシェイクアウト訓練
　・非常持ち出し袋持参し一時避難訓練
所に集まる
○自主防災訓練
　・避難所運営訓練
　･防災資機材取扱訓練
　・消火訓練
　・応急救護訓練
　･耐震用品及び非常持出品の紹介、展
示、体験(ひょうご防災特別推進員派遣）

平常時より地域住民
が津波に備えられる
よう津波避難訓練を
実施し、速やかな避
難を促す。

○ ○ ○ 住民 350 無

97
中
播
磨

西今宿自主防災会
防災訓練

西今宿自主
防災会

実
践

8 1 ～ 1 26

姫路
市立
高岡
小学
校校
庭

姫路
市西
今宿４
－８－
１

○防災訓練（ひょうご防災特別推進員派
遣制度利用、姫路西消防署の指導協
力）
　・避難訓練(要援護者、負傷者、避難誘
導の検証）
　・消防署員による救助・消火・救急訓練
見学
　・防災講習(クイズ形式）と防災用品の
展示説明
　・消火訓練と応急手当訓練
　・非常食の炊き出し訓練

地域自主防災の要は
自助自主避難と隣保
連帯であり、みんなで
やるという意識高揚を
図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○
自主防
災会員

200 無

98
中
播
磨

災害への備えと対
応の実践

小瀬自治会
（姫路市）

実
践

9 10 ～ 12 10

中部
飾磨
公園
等

姫路
市飾
磨区
恵美
酒
320-
16

○自治会と保育所の協同避難訓練【１０
月２３日】
　・4～5歳児は保育所から中部飾磨公
園へ避難訓練
　・0～3歳児は小瀬公園と集会所へ避
難
　・飾磨消防署による講評
○３町合同防災活動【１１月２８日】
　・ひょうご防災特別推進員による防災
学習
　･ダンボール箱でトイレづくり実習（中播
磨県民センター）
○３町協同の炊き出し訓練【１２月７日】
　・電気、ガス停止時の薪での炊飯訓練

３町合同の実践防災
活動で協力体制を確
固たるものにする。災
害時に３町で保育園
児を分担して救援で
きる体制を作る。

○ ○ ○ ○ ○ ○

小瀬自
治会、
都倉自
治会、
亀山自
治会、
消防
団、保
育所

350 無

99
西
播
磨

平成27年度　防災
訓練・避難訓練

兵庫県立龍
野北高等学
校
（たつの市）

実
践

4 1 ～ 5 31

県立
龍野
北高
等学
校

たつ
の市

○地震発生を設定した訓練【5月22日】
・初期消火（バケツリレー）
・テント設営
・倒壊家屋救出、搬送訓練、応急処置
・救援物資搬入、仕分け
・煙体験
・炊出し訓練
○国土交通省、自衛隊が指導

高校生が地域社会の
一員である自覚を高
め、災害時への対応
力がスキルアップする
効果がある。 ○ ○ ○

在校生
及び近
隣住民

1,100 無
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100
西
播
磨

松原町みんなで向
かい合う自然災害
対策

赤穂市松原
町自治会

実
践

8 1 ～ 1 26

赤穂
高等
学校
ほか

赤穂
市海
浜町
139

○地域防災訓練【11月22日】
　・住民と赤穂高等学校および関係者の
参加による複合的訓練実施（情報伝達
訓練、避難訓練、要支援者搬出訓練、
消火訓練、シェイクアウト訓練、避難所
体験、炊き出し）
　･市消防本部（避難訓練）、防災士会
（クロスロード）、推進員（ダンボールベッ
ド）の指導協力
○防災学習バス研修会【12月6日】
　・人と防災未来センター見学

日頃の備えや防災意
識の高揚が図られ、
備蓄品及び持ち出し
品の備えと地域のコ
ミュニケーションの必
要性が認識される。

○ ○ ○ ○ ○

住民、
赤穂高
等学校
生徒、
関係者

250
バス研
修代

101
西
播
磨

上野田自治会3世代
交流運動会と防災
炊き出し訓練

上野田自治
会
（宍粟市）

実
践

8 1 ～ 1 26

上野
田自
治会
公民
館･グ
ランド

宍粟
市一
宮町
上野
田

宍粟市防災担当者よる指導
○防災炊き出し訓練
　・地震発生を想定してグランドへ住民
が避難
　・実践的な炊き出し訓練（おにぎり）を
実施
○交流運動会（炊き出し訓練のおにぎり
を昼食で）
　いざというときの組織、チームワークつ
くりを目的

安心、安全のための
事前訓練を実施す
る。自治会住民単位
の意識向上につなげ
る。

○ 住民 100 無

102
西
播
磨

防災学習　災害から
命を守るために

たつの市立神
岡小学校
（たつの市）

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通1-
5-2

○人と防災未来センター見学
　･6月10日に防災クロスロードを実施
し、災害時の行動について事前学習を
実施している。

阪神淡路大震災など
の自然災害の凄まじ
さや恐ろしさを感じさ
せると共に、災害に対
して備えることの大切
さを考える。

○ 4年生 45
一人

1500円
程度

103
西
播
磨

三日月地域防災訓
練

三日月地域
づくり協議会

実
践

8 1 ～ 1 26
茶屋
公民
館

佐用
郡佐
用町
三日
月
1031

○防災訓練（西はりま消防組合佐用消
防署協力）
　・起震車体験
　・AEDによる心肺蘇生講習会
　・非常食（アルファ化米）の作り方体験
と試食

実際に体験してもらう
ことにより災害の恐ろ
しさを知ってもらい、
緊急時の救命、災害
時の対応に役立てて
もらう。

○ ○ ○ 住民 100 無

104
西
播
磨

神岡小学校PTA避
難初体験

神岡小学校
PTA

実
践

8 22 ～ 8 23

たつ
の市
神岡
小学
校体
育館

たつ
の市
神岡
町上
横内
51番
地

○避難所体験【8月22日、23日】
・避難所開設
・兵庫県防災士会派遣による防災士の
講演
・土のう作り体験
・非常食の試食

子どもたちを含めた、
地域住民が災害に備
え、災害が起こったと
きの対応を訓練を通
じて体験し、地域の防
災力を高める。

○ ○

PTA会
員、児
童、地
域住民

130 無
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105 但
馬

寺内６・７組防災学
習会

寺内６・７組防
災学習会(朝
来市）

実
践

6 7 ～ 3 31

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通

○人と防災未来センター見学【6月７日】 地域住民挙げて見学
することで南海トラフ
も懸念される中、風化
しようとしている防災
意識を向上させ地域
として助け合うため、
何ができるかを考え
る。

○ 住民 21 2,500

106 但
馬

口米地･鉄屋米地合
同災害避難訓練

鉄口多目的
集会所運営
委員会

実
践

8 1 ～ 1 26

鉄口
多目
的集
会所

養父
市口
米地
8-2

○避難訓練の実施
　・養父市作成の防災マップ活用し、避
難経路や誘導方法検証する
　・要援護者の安否確認と避難方法確
認する
○避難所開設と炊き出し訓練
　・炊き出し訓練と試食を実施
○全体の訓練を養父市養父地域局職
員が指導協力

実践への対応能力を
身につける。

○ ○ ○
2地区
住民

120 無

107 但
馬

関宮区災害避難訓
練

関宮区
実
践

8 1 ～ 1 26

関宮コ
ミュニ
ティス
ポーツ
セン
ター

養父
市関
宮627

○養父市役所関宮地域局長の指導協
力のもと、養父市一斉避難訓練に参加
　・避難訓練
　・要支援者誘導訓練
　・応急手当訓練
　・炊き出し訓練とアルファ化米試食

要支援者を含めた全
住民の避難訓練を実
施し、災害発生時に
的確な行動ができる
ようにする。

○ ○ ○ 区民 230 無

108 但
馬

寺内区避難訓練 寺内区
実
践

8 1 ～ 1 26
寺内
公民
館

朝来
市和
田山
町寺
内

○朝来市一斉避難訓練に参加
　・区民の避難体制の確認と安否確認
　・非常時の食料物資の配布体制確認
と非常食の試食
　・非常時持ち出しグッズの展示

防災意識の向上さ
せ、地域として助け合
うために、区としての
防災体制を確認す
る。

○ ○ 住民 350 無

109 但
馬

平成27年度第2回防
災学習　防災体験プ
ログラム

兵庫県立和
田山特別支
援学校

実
践

8 1 ～ 1 26

兵庫
県立
和田
山特
別支
援学
校

朝来
市和
田山
町竹
田
1987-
1

○第1部　防災避難訓練
○第2部　防災体験プログラム
　・防災クイズ・防災紙芝居・けがの手当
て
　・地域のハザードマップ展示
　・煙体験・水消火器(南但消防本部指
導協力）
　・防災ゲーム・防災グッズ展示（ひょう
ご防災特別推進員）
　・ダンボール製の簡易ベッド、シート、
間仕切り、簡易トイレ展示
○炊き出し体験

緊急避難速報を用い
た避難訓練を行うこと
で、参加者全員が避
難経路の安全を確認
し、適切に非難する力
を養う。

○ ○ ○

児童生
徒、全
職員、
保護
者、地
域住民

201 無
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110 但
馬

防災学習（阪神淡路
大震災の記憶と命
の尊さを学ぶ）

豊岡市立出
石中学校

実
践

10 8 ～ 10 8

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通

○人と防災未来センター見学【10月8日】
・風水害について学習
・語り部による震災時体験談を聞く

生徒の防災、減災に
対する意識を高める
ため、防災学習を行
う。 ○

中学1
年生

74 無

111 但
馬

山口防災教育
朝来市立山
口小学校

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター、
山口
小学
校

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通、朝
来市
羽渕

○人と防災未来センター見学(社会見学
の学習の一環）
　・4年生児童31名引率教師3名 11月17
日
○1.17集会と避難訓練（アース隊員によ
る講話）
　・オープンスクールに合わせて保護
者、地域合同で避難訓練と災害訓練を
実施
(計画変更届書が提出され、メモリアル
集会と併せて、6年生児童が炊き出しを
行い、地域住民と訓練に取り組むことに
なった）

阪神淡路大震災の実
情や被害の様子を映
像により疑似体験し、
防災への意識を高め
る。

○ ○ ○

児童、
保護
者、地
域住民

200 無

112 丹
波

集中豪雨避難安全
確認訓練

梶原自治会
実
践

8 1 ～ 1 26
梶原
公民
館

丹波
市市
島町
梶原

○集中豪雨避難勧告に基づく避難訓練
を実施
　・安否確認と救助活動
　・避難者受け入れ
　・防災士による反省会および講話
　・非常食の試食

避難経路や安否確認
の連絡網を確立す
る。避難所開設につ
いて確認する。 ○ ○ ○ ○

自治会
会員

150 無

113 丹
波

平成27年度　常楽
自治会防災訓練

常楽自治会
実
践

8 1 ～ 1 26

常楽
自治
会公
民館

丹波
市氷
上町
常楽

○自治会防災訓練
　・避難訓練
　・炊き出し訓練（非常食試食）
　・丹波市役所防災担当者による防災講
話
　・ひょうご防災特別推進員による三角
巾を使用した応急手当講習

非常食試食をして家
庭や自治会での備蓄
を推進。救急車が来
るまでの応急処置の
仕方を勉強する。 ○ ○ ○ ○

自治会
会員

250 無

114 丹
波

人と防災未来セン
ター見学

丹波市立南
小学校
(丹波市）

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通

○人と防災未来センターの見学
　･災害について学ぶ
　･阪神淡路大震災について学ぶ
　・防災について学ぶ

阪神淡路大震災の実
態から学び、防災に
対する意識を高める。 ○ ○

4年生
児童

16 無

115 丹
波

震災メモリアル行事
兵庫県立篠
山産業高等
学校丹南校

実
践

8 1 ～ 1 26

兵庫
県立
篠山
産業
高等
学校
丹南
校

篠山
市南
矢代
602

○震災メモリアル行事(篠山消防署、市
防災係長）
　・要支援者を含む避難訓練
　・黙祷
　・防災ゲームクロスロードの実施
　・非常食の試食

阪神淡路大震災の経
験と教訓を未来に向
かって継承していく。

○ ○ ○ ○

生徒、
教職
員、保
護者、
地域住
民

100 無
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③
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④
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き
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⑦
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・
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助

⑧
家
具
・
転
倒

⑨
防
災
グ

ッ
ズ

⑩
そ
の
他
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①
施
設
見
学
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局

事業名 実施団体名

事
業
区
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実施月日 実施場所

 　　　　　　　　　　　主な実施内容　　 実施目的・効果

116 丹
波

防災教育施設(人と
防災未来センター）
見学事業

丹波市青垣
地域連合小
学校

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通1-
5-2

○防災学習をかねた見学学習
　・4年生社会科｢くらしを守る仕事」の発
展学習と総合的な学習の時間における
防災学習
　・人と防災未来センターでは阪神淡路
大震災当時の様子とその後の取り組み
を見学･学習

インタラクテイヴな教
材を通して、子どもた
ちが自身の手で触れ
て操作し実感する体
験的な調べ学習が実
施できる。

○ ○

4年生
47人、
引率者
7人

54 無

117 丹
波

4年生防災学習
丹波市立西
小学校(丹波
市）

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸

○人と防災未来センター4年生社会科見
学

防災についての感覚
を養い、これからの生
活面で気をつけたり、
心がけたりすることは
何かを考えるきっかけ
にする。

○ ○ 4年生 18 無

118 淡
路

福良地区防災総合
啓発事業

福良町づくり
推進協議会

実
践

8 1 ～ 1 26

福良
港津
波防
災ス
テー
ション
及び
周辺

南あ
わじ市
福良
甲
1528-
4

○防災講演会【9月27日】福良地区公民
館
　・講師　人と防災未来センター宇田川
研究主幹　HUGを実施
○津波防災ステーション学習室にて勤
務する学習リーダー等による津波につ
いての防災学習
○路地裏探訪　津波からの避難経路等
を確認
○非常食の試食　市の備蓄食料である
素麺の試食

地元住民や観光客に
対して防災について
の意識向上を図る。
またHUGにより想定さ
れる問題を事前検討
し、避難完了後に避
難所自主的運営を円
滑に行う。

○ ○ ○

地区住
民、市
内自主
防災組
織構成
者、観
光客

400 無

119 淡
路

阪神･淡路大震災を
知ろう！　見直そう、
わたしたちの生活

洲本市立鮎
原小学校(洲
本市)

実
践

8 1 ～ 1 26

人と防
災未
来セン
ター

神戸
市中
央区
脇浜
海岸
通1-
5-2

○人と防災未来センター見学
　･6年生児童
○復興した神戸の街の見学
　・震災20年を経過した街並みを当時の
写真と比較しながら歩く

様々な自然災害から
自らの生命を守るた
めに、災害に対する
正しい知識や技能を
身につける。

○ ○

6年生
児童40
名、引
率2名

42 無

120 淡
路

中川原地区地域防
災訓練

洲本市立中
川原小学校

実
践

8 1 ～ 1 26

洲本
市立
中川
原小
学校

洲本
市中
川原
町中
川原
988

○防災訓練(中川原交流もちつき大会と
同時開催）
　・ひょうご防災特別推進員（防災士無
料派遣制度利用）による防災クイズ、講
話
　・消防団による訓練紹介と講話

学校と地域がいっしょ
に災害時での炊き出
し訓練することによっ
て、ともに災害を乗り
越える協力体制を確
立する。

○ ○

児童、
職員、
地域住
民、保
護者、
消防団
員

100 無

121 淡
路

八木小学校総合防
災訓練

南あわじ市立
八木小学校

実
践

8 1 ～ 1 26

南あ
わじ市
立八
木小
学校

南あ
わじ市
八木
大久
保590

○避難所防災食体験と語り合う活動
　・たてわり8班とPTAと老人会
　・防災学習　講師：元EARTH員
　・防災訓練まとめ
○福良港津波防災ステーション見学6年
【1月21日】
　・事前事後指導で防災教育副読本を
活用

児童･地域住民の防
災意識と防災力向上
する。

○ ○ ○ ○ ○
児童、
地域住
民

250 無


